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令和 5 年度 ⼤学院⼈⽂科学府修⼠課程第 1 期⼊学試験問題 
（⽇ 本 語） 

 
解答は、解答⽤紙に書くこと。その際、「問１−１」などと記し、どの問いに対する解答かを明⽰すること。 

 
問１．次の⽂章を読んで、後の問いに⽇本語で答えなさい。 
 

12 年前の阪神淡路⼤震災では、外国⼈被災者に向けた英語での情報提供が発⽣から半⽇後に始まりました。
[ 1 ]、英語がわからない外国⼈も多く、英語だけによる情報伝達には限界がありました。 

経験上、災害発⽣後 72 時間が被災者の⽣死に強く関わっていることがわかっています。その間に、災害情
報をすべての外国語で提供できればいいのですが、時々刻々と変化する被災情報を瞬時に多くの外国語に   
(A)翻訳することはとても困難なことです。 

そこで数年前[ 2 ]、ことばの異なる多くの在⽇外国⼈被災者に、できるだけ早く簡潔に災害情報を伝える
ための⽅法として、「やさしい⽇本語」を使おうという(B)提案がなされています。「やさしい⽇本語」は特別な
⽇本語ではありません。「難しい(C)語彙を使わない」「⽂の構造を簡単にする」「重要度が⾼い情報だけに絞り込
む」「災害語彙にはやさしい⽇本語を添える」などの簡単なルールによって作り出される表現です。この提案は
⾔語研究者やマスコミ・⾏政に携わる⼈たちを中⼼とした研究グループから発信されました。グループでは多
くの外国⼈留学⽣の協⼒を得て「やさしい⽇本語」の有効性を(D)実験により検証しています。 
 地⽅⾃治体や NPO で、「やさしい⽇本語」を使って災害時の被害を最⼩限に⾷い⽌めようとする取り組みが
始まっています。また、「やさしい⽇本語」をよりわかりやすいものにしようという研究も(E)継続されています。
語彙、⽂法、表現を充実させる取り組み、災害ニュースの読み⽅など⾳声による情報伝達の指針作成、パソコ
ンによる「やさしい⽇本語」⾃動⽣成プログラムの開発など、⼀⼈でも多く外国⼈の命を救うため、このグル
ープが中⼼となって、より豊かな「やさしい⽇本語」を育てる努⼒が⾏われています。 

⽶⽥正⼈ (2007) 国語研広報誌『国語研の窓』第 33 号「暮らしに⽣きることば」より 
 
 
問１−１ 下線部(A)~(E)のよみかたをひらがなで書きなさい。 

(10点) 
 
問１−２ [ 1 ]~[ 2 ]のそれぞれに⼊る表現を a~cから選びなさい。 

(10点) 
 (1) a. そして  b. しかし c. たぶん 
  (2) a. から  b. まで  c. が 
 
問１−３ ①~⑤の「普通の⽇本語」のそれぞれについて、同じ意味の「やさしい⽇本語」を、a~eから選びな
さい。 

(15 点) 
①直ちに避難してください ②少⼦⾼齢化 ③余震を警戒してください 
④救急搬送 ⑤進⼊禁⽌ 
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著作権保護のため、このWeb 公開版では問題⽂を削除した。 
引⽤箇所は以下のとおりである。 
 
⽶⽥正⼈ (2007). 『暮らしに⽣きることば：「やさしい⽇本語」が外国⼈の命を救う』国語研広報誌『国
語研の窓』, 33, 1. 
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問１−４ 外国⼈に対して、「やさしい⽇本語」を使って情報を伝えることと、英語を使って情報を伝えること
はどちらが良いと思うか、あなたの考えを述べなさい。 

(25 点) 
 
 
問２． あなたは先⽣が授業で紹介した本を図書館で探しましたが、⾒つけることができませんでした。そこ
で、先⽣にどこで本を⾒つけることができるかを問い合わせる E メールを出したいと考えています。先⽣に E
メールを出すとしたら、どのような⽂⾯にするか書きなさい。 

(40点) 
 
 


